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誠にありがとうございます

阿蘇山：標高1592m

熊本地震被災へのお見舞い、ご支援をいただき、

南阿蘇村

高森町

阿蘇市
Source: Wikipedia

平野洋一郎（熊本県宇城市出身）
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会社概要
会社名　　インフォテリア株式会社 
主な事業　ソフトウェア製品の開発・販売（受託開発ゼロ） 
設立　　　1998年9月 
上場年月　2007年6月（東証マザーズ：3853） 
代表者名　代表取締役 執行役員社長 平野 洋一郎 
決算期　　3月 
資本金　　11億3,846万円 
所在地　　東京都品川区大井１丁目47番１号 
グループ会社　海外５社　米国カリフォルニア州、中国上海市、 
　　　　　　　中国杭州市、香港、シンガポール 
従業員数　71名（連結）  - 2016年3月31日現在 
ビジョン　組織を越えたコンピューティングを実現するソフトウェアを 
               開発し世界規模で提供する 
企業理念　発想と挑戦／世界的視野／幸せの連鎖
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1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

沿革と売上推移
（単位：百万円）

1998 
創業

2006 
ASTERIA WARP 

出荷

2007 
株式上場

2009 
Handbook出荷

事例のための受託開発

2002 
ASTERIA R2出荷
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決算ハイライト 
2016年3月期 通期決算 
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（単位：百万円）

▲7535
70

・売上：109.7% 
・営業利益：445.0%、経常利益：803.6% 
・当期純利益：68百万円に黒字転換

大幅な増収増益
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・ライセンス売上が前年同期比で105.3%。 
・ASTERIAの導入社数は、5,471社に伸長。

・サポート売上が前年同期比で107.8%。

決算ハイライト

ライセンス

サポート

■　当社の売上は３つの区分で構成されています

＜フロー型売上＞使用権を販売。一回だけの売上。 
主にASTERIAのライセンス販売の対価。

＜ストック型売上＞保守の対価として継続的売上。 
主にASTERIAのライセンスに付帯する保守の対価。

・サービス売上が前年同期比で129.8%。 
・Handbookの導入件数は、1,027件に伸長。

サービス
＜ストック型売上＞従量課金で提供する継続的売上。 
主にHandbookの使用料。
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決算概要 
2016年3月期 通期決算 
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■　売上高は9.7%増加、売上総利益は12.6%増加

2013年3月期 
通期 
(連結)

2014年3月期 
通期 
(連結)

2015年3月期 
通期 
(連結)

2016年3月期  
通期 
(連結)

前年同期比

売上高 1,330 1,487 1,451 1,592 109.7%

売上総利益 1,153 1,260 1,205 1,358 112.6%

販売管理費 1,076 1,053 1,135 1,045 92.1%

営業利益 76 206 70 312 445.0%

経常利益 88 187 35 283 803.6%

当期純利益 34 70 ▲75 68 -

損益計算書

（単位：百万円）
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2016年3月期 
通期 
(単体)
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■　当期純利益は68百万円
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売上高の内訳と推移
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■　ストックビジネスは、60%を占めるまでに増加。 
■　サービス売上は大幅伸張し、約16%を占めるまでに成長。
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人件費
研究開発費
広宣・販促費
その他

■　広宣・販促費、人件費（主として中国子会社）は減少。
■　販売管理費総額は、前年同期比で減少し、効率化。
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2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期

構成比
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営業利益/経常利益/純利益
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営業利益 経常利益 純利益

営業外収益 5

営業外費用 34

法人税等、 
法人税等調整額 124

■　法人税 124百万円。 
■　投資先企業等の減損処理として特別損失90百万円を計上。

312
283 特別損失 90

68
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各指標の推移（前期比）
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貸借対照表
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2015年 
3月31日

2016年 
3月31日 増減

現預金等 2,525 2,402 -122
売掛金 174 189 15
その他流動資産 34 29 -5
有形固定資産 11 9 -1
無形固定資産 166 145 -21
投資等計 552 706 154
資産合計 3,464 3,483 18
買掛金 20 12 -8
前受金 265 297 32
1年以内に返済予定の長期借入金 66 66 0
その他流動負債 286 289 3
長期借入金 133 66 -66
その他固定負債 1 15 14
負債合計 774 748 -25
株主資本 2,590 2,614 24
評価・換算差額等 99 119 20
純資産合計 2,689 2,734 44

その他 
流動資産

資産の部

有形 
固定資産

負債/純資産の部

現預金等

売掛金

無形固定資産

投資等計

買掛金
前受金

1年以内に返済 
予定の長期借入金その他流動負債

純資産

（単位：百万円）

■　積極的投資に耐える、健全な財務体制（自己資本比率75%超）
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2015年3月期 
通期（連結）

2016年3月期 
通期（連結） 増減

営業活動による 
キャッシュ・フロー 13 218 205
投資活動による 
キャッシュ・フロー ▲587 ▲219 368
財務活動による 
キャッシュ・フロー 981 ▲110 ▲1,092
現金及び現金同等物の 
期末残高 2,025 1,902 ▲122

（単位：百万円）

■　営業活動によるキャシュ・フローが増加。

キャッシュ・フロー計算書
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本説明会及び説明資料に含まれる将来の見通しに関する部分は、
現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、多分に不
確定な 要素を含んでおりす。実際の業績等は、さまざまな要因の
変化等により、これらの見通しと異なる場合がありますことをご
了承ください。

（証券コード：3853）
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